
 

 

 

 

 

 

 

年 頭 の ご あ い さ つ 
新春のお慶びを申し上げます。 
  本年も皆様にとりまして幸多い一年でありますよう 

ご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。   
ＮＰＯ岐阜県腎臓病協議会 

会 長  大橋 廣義 

 

 透析施設の先生・スタッフ並びに会員・ご家族の皆様におかれましては、新しい年を迎え、い

かがお過ごしでしょうか。昨年は新しい年『令和』が改元され、新天皇が即位されました。令和

にふさわしい年になることを願っておりましたが、1 昨年に続いて台風被害が全国各地で起こり

透析施設にも甚大な被害が出ました。そんな中でも、お陰様で透析患者さんに大きな被害が出な

かったことに安堵しております。被災された皆様、被害を受けられました医療機関の皆様には心

からお見舞い申し上げますと共に、今年こそ災害のない平穏な一年であります様、心から願って

おります。災害はいつどこで起こるかわかりませんので、日頃の備えにも十分取り組んでいただ

くことが重要かと思っております。 

 さて、今年、岐腎協は設立 50 年を迎えます。巷では企業寿命が 30 年と言われていますが、

患者会で患者が運営している組織が 50 年を迎えることは稀のようです。この長きに亘る運動の

一区切りとして、2021 年には『岐腎協設立 50 周年記念大会』と『感謝の集い』の開催を予

定しております。あらためて、私達は先人達に感謝し、これからも続く透析生活に必要な今ある

諸制度を維持する運動を継続するべき時ではないでしょうか？ 

現在、私達透析患者を取り巻く環境は社会保障制度を含め厳しいものがあります。例えば、患

者の高齢化や長期透析による介護支援、また移動困難者の通院対策、施設への入所・入居の取り

組みなど課題は山積です。岐腎協では本年も様々な活動に取り組んでまいりますが、会員の皆様

のご協力が何より重要でございます、活動出来る人、出来ない人それぞれの方に役割はございま

す。お互い手を携えて助け合いながら取り組んでまいりましょう。また、未加入の患者さんにも

お声掛けして組織率アップも図っていきましょう。 

 岐腎協の基本理念であります、『いつでも、どこでも、誰でも安心して受けられる医療』をし

っかり守るため、皆で力を合わせ一つ一つの課題に取り組んでまいりましょう。 

 今年も皆様にとりまして、幸多き一年になります様、ご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせて

いただきます。 

岐腎協は 2021 年 50 周年を迎えます 2020 年 1 月 NO.71 

発行  NPO 岐腎協 



2 0 1 8 年 末 我 が 国 の 慢 性 透 析 療 法 の 現 状 
2019 年 12 月に 2018 年の全国の透析患者数は 

 339,841 人となりました。1 年前は 334,505 人であり、5,336 人の増加です。 

岐阜県の透析患者数は、5,096 人（1 年前 5,023 人）です。 

施設調査による集計   人口 100 万対比 

 治療方法 合計 
 

2,687.7 人 47.7 人増 1.8 ％増 

血
液
透
析
等 

 血液透析（HD） 202,422 
       

 血液透析濾過（HDF) 125,793 
 

 2018 年末透析患者のうち、夜間透析患者数 

 血液濾過（HF） 14 
 

31,544 人 372 人減 1.2 ％減 

 血液吸着透析 1,447 
       

 在宅血液透析 720 
 

 2018 年 新規導入患者総数 

小計 330,396 
 

40,468 人 491 人減 1.2 ％減 

腹
膜
透
析
等 

 腹膜透析（PD） 7,582 
       

 週 1 回の HD(F)等との併用 1,621 
 

 2018 年 透析患者死亡数 

 週 2 回の HD(F)等との併用 142 
 

33,863 人 1,331 人増 4.1 ％増 

 週 3 回の HD(F)等との併用 30 
       

 上記以外の併用 70 
 

最長透析歴 50 年 4 ヶ月 

小計 9,445 
       

 2018 年末透析患者総数 339,841 
 

岐阜県の透析患者数 5,096 
 

 

 

あなたの透析体験・思いを 50 周年記念誌に記そう 

透析体験記を募集 

 

2021 年 6 月 13 日（日）に岐腎協 50 周年記念大会を開催するにあたり NPO 岐阜県腎臓

病協議会は、「岐腎協 50 周年記念誌」～生かされて半世紀、生き抜いて半世紀～を発行予定で

す。 

 つきましては、会員のみなさんの透析体験記を掲載しますので会員のみなさんが挙って投稿し

て頂くことを期待します。（会員家族の投稿もお待ちしています。） 

 体験記のタイトルは、字数は自由 

例えば「50 周年を祝して」「私の透析生活」「長期透析を振り返って」「家族に感謝」 

「合併症との付き合い」「透析歴・・年」「自己管理について」「家族の支えが励みに」等々 

原稿は手紙でも、メールでも構いません。ご自由にお書きください。 

 

原稿提出締切 2020 年 12 月 31 日 

 

郵送先 〒500-8385 岐阜市下奈良 2-2-1 岐阜県福祉農業会館 3F 

NPO 岐腎協記念誌係 

メール npo@gijinkyo.jp 


